
    
  

                                                                    
                                                                      

  

        

     

 

 

     

   
    
  
   
  
  

   

  
   

         
        

  
        
         
            

     

 

     

         

     

 

      
      
      
      
     
      
       

 

 



     
      
     
          
        

  
         
         

 

     
      
      
      
      
     

  
 

 

     
      

   
 

 
  

 
  

      

 

      
        

 
      
     

 
      

 

 

  

 

    

   

 

 

 



    
 
 

  

 

         

      
 

 

  

   
  

  
 

 
 
 

 
  

       
 

 
 

    

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



   
 

 
 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
   

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

   
 

 
 

 

  

  
  

 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 
 

 

  

 

  
 

 

 



令和５年度  第３回 学校運営協議会 

令和６年２月１３日（火） 
                              午前１１時００分～ 

３階 会議室 
出席者 校長 教頭 教頭 教務主任 委員長 フランソワ幼稚園長 学校薬剤師  

木崎中校長 ＰＴＡ会長 ＰＴＡ副会長 ＰＴＡ副会長 地域連携コーディネーター 

 第１部  

１ あいさつ 

２ 学校評価について 

 〇学力向上について 

スクリーンの設置によりタブレットの活用が図られている。 
  ドリルパーク、スタディサプリの活用を図っている。 
  校内研修は全教職員の授業公開を行っている 
  教科担任制を導入し効果を上げている。 

 〇安全について 

  けがが減少してきている。 
  不審者侵入対応の研修を行っている 

 〇地域とともにある学校づくりについて 

  地域学習の推進を図っている。 
  ホームページで情報発信を進めている。 

 〇教員の資質向上について 

児童理解についての会議を行い、情報の共有を図っている。 

 〇心の教育について 

いじめや懸案事項についてはすぐに対応し、継続した指導を行っている。 
  子どもと教師の面談を継続して行っている。 

問題が生じたときは、管理職と担任等ですぐにケース会議を開き、心配なことは朝の段階 
で方針決定し、下校時までに保護者に連絡を入れ、迅速な対応を行っている。 

  あいさつについて児童の意識と実態に差がある。 

◎次年度への課題 

  宿題を減らして家庭学習を奨励してきたが、家庭学習のガイドラインを設けていきたい。 
  地域の教育力の活用をさらに進めていきたい。 
  スクールダッシュボードの活用については、取組を進めていく。 

≪自由討議≫ 

・落ち着きのない子への対応について、授業との両立についてどのように対応しているか。 
・昔は一人の教員で対応して大変だったが、その結果、意識の共有が図られ教員間の連携、風通

しのよさ、まとまりにつながっていた。今の方が多様な不安要素が多いが（けがや保護者から
の要望、意見など）ネガティブからポジティブに変える教師の力量を期待したい。 
子ども一人ひとりを育てるにはクラスの大勢の子どもたちとの関係が大切になる。 
横の関係、友達同士が信頼関係を築き、互いに面倒を見るようになってほしい。 
集団としてどうやって作っていくかが課題となるが、教員がみんなで見ることで児童理解の共
有化が図られ、いつもみんなが声をかけることで子どもの変容につながる。 
教師集団の芯の部分ともいえる学校の持っている力を強化していきたい。 

・子ども一人ひとりをどう生かして伸ばすか、手のかかる子ではなくどう手を差し伸べたらよい
かに主眼を置いて指導を進めていきたい。 

・児童理解研修やケース会議などが該当している。 
・来年度、大東小学校に通級指導教室ができるがどう連携を図るか。 

そらルームについてはどのように対応していくのか。 
・本校から道祖土小学校に３名行っているが大東小学校に移れるか打診中である。 

  そらルーム（学校に来ているが教室に入れない子どもへの対応）は校長室を活用している。   
２名の児童が来室していて、校長、教頭が子どもとの対話を進めながら指導している。 

・学校までは来ることができるが教室に入れないという子はいない。本校では教室が足りなくて
校長室を活用している。 

・中学校はスクールカウンセラーの部屋とさわやか相談室の２部屋を使っているが、学習室に一
元化したい。 

（通級指導教室について） 



・担当教員の指導力が大切と思うが、児童が教室を卒業した後の見届けについてはどのようにし
ているのか。 

 ・次年度継続して通うかはその都度検討し、保護者と協議している。また、１年間通った子が 
その後の学校生活の中で活躍するなど成長した例を見たことがある。 

・中学でも引き続き指導教室に通う子どももいる。 
・今のシステムは週１～２回だが、特別支援学級の様子を在籍校の教員が見に行って、情報交換

を行うことが大切だと思う。「預ければ何とかしてくれる」というようにはしたくない。 
過去には担任が見に来るケースは皆無だった。 

・個別の指導、支援計画を指導教室と在籍校との間で共有している。 
・通級教室の担任や保護者と交換ノートを交わしたり、在籍校の担任が児童の様子を見に行くな

どしたりして連携を図っている。 

来年度の学校運営に関する基本的な方針の仮承認については全会一致で承認 

 第２部  熟議 

開会宣言  

・自己評価システムについて、保護者にはどう伝えているか 
・ホームページを活用している。 
・学校運営協議会では、たくさんある中から子どもたちを育てる根っこを見付けていきたい。 
 根っこを育てるために学校、家庭、地域でどうやって行ったらよいかを相談していきたい。 

  保護者の皆さんや幼児教育に携わっている先生、健康安全の面や中学校の視点からもお話をい 
ただければありがたい。 

・親ができることとして、たくさんの経験をさせることはできると思う。 
・学校の先生が子どもに向き合ってくれていることを感じる 温かく応援してくれていて、その 

様子を他の子どもたちも見ている。 
・先生方がこういう対応をしてくれたから、このようによくなったという保護者の話は貴重なエ 

ネルギーである。これを教員のエネルギー源としたい。 
・子どもは中学校に向けてだんだん話をしなくなる傾向にある。子どもは自分をほめてもらいた 

い、よく見せたいので話半分に聞くようにしている。家庭内では伝言ボードを活用している。
その結果、家でも会話が増え、家族間のコミュニケーションづくりにも役立っている。 

・学校だよりには、「子どもはうそをつく」と書いたこともある。 
・かっこよく見せるうそと失敗を隠すうそがある。 
・育てている方の声、話は良いものがある。子どもが成長していることを感じるときは、何かが 

できるようになった時であり、年下の子の世話をするなど子どもなりに責任感をもてるように 
なった時である。心配な子には、保護者に対して入園前から専門機関と相談するようつながり 
をもてるよう助言している 

・下の子が入ってくるとしっかりしてくる。問題を抱ている子は人間関係の上中下のバランス 
が悪いという話を聞いたことがある。「ありがとう」という感覚がエネルギーとなり心に残り 
子どもの成長につながる。上中下の関係がある学校という場で、子どもたちの人間関係が自然 
に育っていけたらよいと思う。小さいころに身に付けたものは、その時はわからなくても大人 
になっても残る。大きくなった時に意味がやがて分かる時がある。組織だからできる指導でも 
ある。 

・「ありがとう」にはおかげさまでという関係がある。ネガティブな事がおかげさまでの気持ち 
でポジティブに変わっていくことがある。あの事があったおかげで、これからはこうしようと 
いうように前向きになる。いろいろな子がいるが絶対に見捨てない、ほめるということも子ど 
もと親に影響を与えている。 

・どんな時でも助けてあげる（判断してあげる）、いつでも味方になり、話を全部を聞いてあげ 
る、その中で本人が考えていくという姿勢が大切だと思う。 
子どものけがは月曜日と金曜日に多い。金曜日は一週間の疲れの影響があり、月曜日は土日に 
遊んだ疲れの影響がある。土日の過ごし方を考慮できるとよい。 

・自立という視点から子ども主体の授業を行う中で自立をはぐくんでいきたい。子ども同士の対 
話、話し合いを進める中で、小中の連携を進める中で子どもたちがやり遂げる体験を積み重ね 
たい。また、部活の中でも自分たちに考えさせる習慣を身に付けさせたい。 

・主体的で対話的な授業ができるためには、子どもたちの中に環境（関係）が整っていないと 
できない。子どもたち同士がどういう関わりをしているかを見ていく必要がある。 

・子ども（人間）を丸ごと育てたい（学習だけでなく）。失敗してもまた元に戻れるようにそう 
いう気持ちを育てていきたい。学校だよりからもそのことを感じることができる。 

・未来に生きる子どもを育てていきたいと考えている。 
・いろいろなものを咀嚼して、子どもたちに最後に残るのは何かを見付けていきたい 

  「ありがとうのあふれる」をキャッチフレーズとして 

閉会の言葉  

・「ありがとう」「おかげさまで」「見捨てることなく」をこれからも大切にしていきたい。  


